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（1）高齢者の経済状況

ア　生活意識

高齢者の生活意識をみると、高齢者世帯（65

歳以上の者のみで構成するか、又はこれに18歳

未満の未婚の者が加わった世帯）では、現在の

暮らしについて「普通」とする世帯の割合が

45.4％、「苦しい」（「大変苦しい」と「やや苦し

い」を合わせたもの）とする世帯の割合は

49.9％であるが、全世帯と比べれば「苦しい」と

する世帯の割合は低い（図１－２－11）。

60歳以上の高齢者が生活費の不足にどう対応

しているのかについて、平成13（2001）年度と

７（1995）年度の調査を比較してみると、最も

割合の高かった「子どもと同居したり、子ども

に助けてもらう」が減少して３番目となり、代

わって「生活費を節約して間に合わせる」、「貯

蓄を取り崩してまかなう」が増加し、１番目、

２番目となっている。前回に比べ、子どもに頼

らず自助努力を図ろうとする者が増加している

ことがうかがわれる。（図１－２－12）。

イ　所得

高齢者世帯（65歳以上の者のみで構成するか、

又はこれに18歳未満の未婚の者が加わった世帯）

の年間所得（平成15年の平均所得）は290.9万円

となっており、全世帯平均（579.7万円）の半分

程度であるが、世帯人員一人当たりでみると、

高齢者世帯の平均世帯人員が少ないことから、

184.6万円となり、全世帯平均（203.4万円）との

間に大きな差はみられなくなる。

また、高齢者世帯の所得を種類別にみると、

「公的年金・恩給」が209.3万円（総所得の71.9％）

で最も多く、次いで「稼働所得」51.2万円（同

17.6％）、「財産所得」15.7万円（同5.4％）など

となっている（表１－２－13）。

高齢者世帯の年間所得の分布をみると、「100

～200万円未満」が27.4％で最も多く、次いで、

「200～300万円未満」が19.8％、「300～400万円

未満」が17.7％、「100万円未満」が15.2％と続

いており、中央値は234万円となっている。年

間所得「200～300万未満」以下の世帯の割合は

高齢者世帯では約６割を占めるのに対し、全世

帯では約３割にとどまっている（図１－２－14）。
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資料： 厚生労働省「国民生活基礎調査」（平成16年）�
（注） 高齢者世帯とは65歳以上の者のみで構成するか、又はこれに18歳未満の未婚の者が加わった世帯をいう。�
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図１－２－11 高齢者世帯における生活意識
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